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２０１３年 
（平成 25 年） 

９月１日 
 

念
仏
の
こ
こ
ろ
に
生
き
る
生
活
を 

浄 土 真 宗 本 願 寺 派 

高 岡 教 区  五 位 組 

１         2013 年（平成 25 年）９月１日 五位組だより         第７号 

こ
の
た
び
、
去
る
六
月
二
十
七
日
か
ら
六

月
二
十
八
日
ま
で
一
泊
二
日
で
高
岡
教
区

五
位
組
念
仏
奉
仕
団
が
計
画
さ
れ
、
参
加
い

た
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
織
田
組
長
以
下

二
十
四
名
で
あ
り
ま
し
た
。 

早
朝
七
時
に
高
岡
を
出
発
、
途
中
休
憩
を

と
り
な
が
ら
十
二
時
過
ぎ
本
願
寺
に
着
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
安
穏
殿
二
階
に
於
い
て

開
会
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
全
国
各
地

か
ら
老
若
男
女
、
十
二
団
体
四
八
〇
名
の
参

加
者
で
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
一
日
目
の
清
掃
奉
仕

に
入
り
ま
し
た
。
阿
弥
陀
堂
、
御
影
堂
の
雑

巾
拭
き
作
業
を
約
一
時
間
お
こ
な
い
ま
し

た
。
作
業
終
了
後
、
団
体
ご
と
に
新
門
様
と

記
念
写
真
を
撮
り
、
旅
館
に
着
い
た
の
は
午

後
五
時
で
し
た
。 

二
日
目
は
朝
五
時
起
床
、
旅
館
か
ら
本
願

寺
へ
行
き
、
お
晨
朝
に
参
拝
し
ま
し
た
。
午

前
九
時
よ
り
安
穏
殿
二
階
で
、
二
日
目
の
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
私
た
ち
は
、

書
院
、
飛
雲
閣
、
池
の
周
囲
の
草
む
し
り
や

ゴ
ミ
拾
い
の
作
業
が
与
え
ら
れ
、
約
一
時
間

お
こ
な
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
全
員
で
対
面

所
に
て
の
お
抹
茶
接
待
を
受
け
、 

午
前
十
一
時
よ
り
全
員
安
穏
殿
二
階
に
集
合

し
、
閉
会
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
は
、
関
係
者
か
ら
の
感
謝
の
お
言
葉
、
長

年
奉
仕
活
動
に
従
事
さ
れ
た
方
々
の
感
謝
状

贈
呈
式
が
あ
り
、
十
二
時
に
す
べ
て
終
わ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

見
学
、
大
谷
本
廟
の
参
拝
、
午
後
七
時
に
高

岡
に
帰
り
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
形
で
本
計
画
を
な
さ
れ
た
関

係
者
の
方
々
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
、
ま

た
、
み
教
え
に
生
き
る
一
人
と
し
て
、
お
念

仏
の
道
を
歩
む
尊
さ
と
喜
び
を
、
こ
の
念
仏

奉
仕
団
の
参
加
を
通
し
て
感
じ
ま
し
た
。
次

回
も
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

 

五
位
組 

念
仏
奉
仕
団 

に
参
加
し
て  

 

門
徒
推
進
員 

杉
森
修
和 

 
 第１５回夏休み子ども大会    

五位組  

平成２５年８月１８日・永賢寺  ; 五位組１８ヶ寺・門徒総代会

shixyusai 

 

 

 

平成２５年６月２８日 

国宝 飛雲閣 庭園の清掃 
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「
真
言
宗
足
利
義
満
末
孫
、
当
寺
往

昔
、
近
江
国
滋
賀
郡
大
建
山
領
に
居

り
、
創
立
者
元
暦
二
年(

一
一
八
五
年)

三
月
真
言
宗
と
し
て
、
永
教
院
と
名
付

け
、
住
職
者
永
證
と
申
す
者
と
な
り
。  

 

建
暦
二
年(

一
二
一
一
年)

九
月
越

中
の
国
砺
波
郡
、
福
田
郷
へ
転
国
し
、

十
禅
師
之
別
当
職
、
真
言
宗
の
永
教
院

と
申
す
霊
場
と
な
り
、
而
後
文
明
九
年

(

一
四
七
七
年)

三
月
住
職
、
了
善(

永

念
寺
第
四
世)

と
及
信
徒
と
共
に
浄
土

真
宗
に
帰
依
し
改
名
し
て
福
禅
山
永
念

寺
と
名
付
け
た
。
」と
あ
り
ま
す
。 

そ
の
後
、
天
文
九
年(

一
五
四
〇
年)

九
月
信
徒
多
く
隨
喜
の
た
め
、
砺
波
郡

小
栗
の
郷
、
中
保
へ
転
地
し
、
さ
ら
に
實

保
二
年(

一
七
四
二
年)

信
徒
多
く
隨

喜
の
た
め
、
現
在
地
、
高
岡
市
立
野
二

九
二
四
番
地
へ
転
地
し
た
の
が
、
福
禅

山
永
念
寺
で
あ
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
永
念
寺
の
第
十
世
善
顕
住

職
の
弟
實
誠
が
中
保
永
念
寺
の
跡
地
を

譲
り
受
け
、
中
保
、
藤
田
山
善
敎
寺
の

初
代
住
職
と
な
り
ま
し
た
。 

 

蓮
門
会 

研
修
旅
行 

 

 

藤
田
山 

善
敎
寺 

高
岡
市
中
保 

 

保 

本
行
寺
は
高
岡
市
本
保
に
あ
り
ま
す
。 

エ
ッ
本
保
な
ん
て
何
処
だ
？
と
お
思
い
の

方
も
居
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
本
保

と
云
う
処
は
依
前
は
小
勢
校
下
（
今
は
立

野
小
学
校
と
合
併
し
て
千
鳥
ヶ
丘
校
下
）

で
、 

小
勢
と
い
う
地
名
は
高
岡
市
農
協
小
勢
支

店
、
小
勢
保
育
園
等
と
今
で
も
残
っ
て
居

り
ま
す
。 

五
月
二
十
七
日
、
蓮
門
会
初
の
日
帰

り
研
修
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
蓮

門
会
と
は
連
研
修
了
者
で
構
成
さ
れ

る
会
の
こ
と
。
「
た
ま
に
は
旅
行
で
も

し
よ
ま
い
け
！
」
の
会
長
の
一
声
で
、

初
の
研
修
旅
行
が
決
定
。
蓮
門
会
は
、

い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
会
な
の
で
す
。 

目
的
地
は
新
潟
県
の
上
越
市
。
「
な

ぜ
上
越
？
」
と
思
う
方
も
お
ら
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
上
越
市
は
、

浄
土
真
宗
の
開
祖
親
鸞
聖
人
が
ご
流

罪
に
な
ら
れ
た
地
。
そ
し
て
聖
人
の
妻

で
あ
る
恵
信
尼
さ
ま
ゆ
か
り
の
地
で

も
あ
り
ま
す
。
聖
人
と
京
都
に
帰
ら
れ

た
後
、
晩
年
再
び
上
越
に
戻
っ
て
こ
ら

れ
た
恵
信
尼
さ
ま
は
、
遠
く
京
都
で
暮

ら
す
聖
人
を
お
世
話
し
て
い
た
末
娘

の
覚
信
尼
さ
ま
に
宛
て
、
何
度
も
お
手

紙
を
書
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
お

手
紙
か
ら
、
恵
信
尼
さ
ま
ご
自
身
の
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
聖
人
に
ま
つ
わ
る

様
々
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

た
の
で
す
。 

今
回
の
旅
行
の
メ
イ
ン
は
、
そ
の
お

手
紙
の
主
、
恵
信
尼
さ
ま
。
恵
信
尼
さ 

ま
は
、
上
越
の
海
側
か
ら
十
キ
ロ
ほ

ど
内
陸
に
入
っ
た
板
倉
と
い
う
地
域

に
住
ん
で
お
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。 

訪
れ
た
板
倉
の
地
は
、
一
面
の
田

園
風
景
で
し
た
。
山
も
近
く
、
ま
さ

に
五
位
組
の
川
西
を
思
わ
せ
ま
す
。

ま
た
現
在
は
北
陸
新
幹
線
も
建
設

中
。
田
園
に
新
幹
線
と
い
う
風
景
は
、

五
位
組
の
川
東
に
も
似
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
の
ど
か
で
美
し
い
土
地
に
、

恵
信
尼
さ
ま
ゆ
か
り
と
い
わ
れ
る
五

輪
の
塔
が
、
今
も
静
か
に
建
っ
て
い

ま
し
た
。 

遠
く
七
五
〇
年
も
の
昔
、
こ
の
板

倉
の
地
か
ら
は
る
か
遠
い
京
都
に
お

ら
れ
た
聖
人
を
そ
し
て
娘
を
、
思
い

続
け
た
恵
信
尼
と
い
う
方
が
お
ら
れ

た
の
で
す
。
当
時
は
飢
饉
な
ど
で
生

活
は
苦
し
く
、
何
よ
り
冬
の
厳
し
い

越
後
で
す
。
年
齢
は
八
十
歳
半
ば
。

迫
り
来
る
自
ら
の
死
を
見
つ
め
つ
つ

も
、
一
日
一
日
を
精
一
杯
生
き
抜
か

れ
た
恵
信
尼
さ
ま
。
今
回
の
旅
行
を

通
し
、
そ
の
恵
信
尼
さ
ま
の
生
き
る

力
の
源
と
な
っ
た
浄
土
真
宗
の
み
教

え
を
、
改
め
て
味
わ
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
し
た
。 

と
う
で
ん
ざ
ん 

藤 

田 

山 

善
敎
寺
の
由
来 

 

 

善
敎
寺
の
初
代
は
、
天
文
二
年(

一

七
三
七
年)

藤
田
實
誠
で
あ
り
、
現
在

高
岡
市
立
野
二
九
二
四
番
地
、
永
念

寺
の
十
世
住
職
善
顕
の
弟
で
あ
り
ま

す
。 本

家
で
あ
る
、
立
野
永
念
寺
は
、
寺

伝
に
よ
り
ま
す
と
、 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

廣
済
寺 

福
田
慶
隆 
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報 恩 講 ご 案 内  

 
 

ど
う
ぞ
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
参
り
く
だ
さ
い
。 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
寺
院
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

各
寺
院
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

石
堤 

 
 

法
善
寺 

九
月
二
十
八
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

九
月
二
十
九
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

福
岡
町
舞
谷 

 
 

麻
生 

達
乗 

師 

※
二
十
九
日
は
祠
堂
経
法
要 

赤
丸 

 
 

性
宗
寺 

十
月
十
一
日 

 

昼 

二
時 
 
 
 

夜 

七
時 

十
月
十
二
日 

 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

射
水
市
市
井 

 
 

公
文
名 

眞 

師 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

四
日
市 

 

浄
明
寺 

十
月
十
四
日 

 

昼 

二
時 

 
 
 

夜 

七
時 

十
月
十
五
日 

 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

射
水
市
市
井 

 
 

公
文
名 

眞 

師 

辻 
 
 
 

西
福
寺 

十
月
十
六
日 

 

昼 

二
時 

十
月
十
七
日 

 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

高
岡
市
伏
木 

 
 

山
名 

一
徳 

師 

 

三
日
市 

 

光
源
寺 

十
月
二
十
二
日 

昼 

二
時 

 
 

 

夜 

七
時 

十
月
二
十
三
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

高
岡
市
佐
加
野 

 

磯
原 

孝
雄 

師 
 

本
保 

 
 

本
正
寺 

十
月
二
十
六
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 
高
岡
市
内
島 

 
 

岡
西 

法
英 

師 

佐
加
野 

 
光
明
寺 

十
月
二
十
七
日 
昼 

二
時 

 
 

 

夜 

七
時 

十
月
二
十
八
日 
朝 
九
時
三
十
分 

 

法
話 

高
岡
市
内
島 

 
 

岡
西 

法
英 

師 

内
島 

 
 

教
願
寺 

十
月
三
十
日 

 

昼 

二
時 

 
 

 
夜 

七
時 

十
月
三
十
一
日 

朝 

九
時
三
十
分 
昼 
二
時 

法
話 

高
岡
市
佐
加
野 

 

磯
原 

孝
雄 
師 

立
野 

 
 

永
念
寺 

※
修
復
完
成
慶
讃
法
要
、 

蓮
如
上
人
五
〇
〇
回
遠
忌
法
要 

親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
大
遠
忌
法
要 

十
月
十
九
日 
 

昼 

二
時 

 

十
月
二
十
日 

 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

射
水
市
朴
木 

 
 
 

青
木 

哲
隆 

師 
 

 

石
堤 

 
 

長
光
寺 

十
一
月
一
日 

 

昼 

二
時 

十
一
月
二
日 

 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

 
 

夜 

七
時 

十
一
月
三
日 

 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

氷
見
市
布
施 

 
 

圓
山 

清 

師 

中
保 

 
 

善
敎
寺 

十
一
月
三
日 

 
 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

氷
見
市
中
田 

 
 

清
水 

朗 

師 

 

笹
川 

 
 

廣
済
寺 

十
一
月
五
日 

 
 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

夜 

七
時 

十
一
月
六
日 

 
 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

高
岡
市
伏
木 

 
 

山
名 

一
徳 

師 

麻
生
谷 

 

西
光
寺 

十
一
月
七
日 

 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

夜 

七
時 

十
一
月
八
日 

 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

 

未
定 

上
向
田 

 

浄
永
寺 

 

※
修
復
完
成
慶
讃
法
要
、 

蓮
如
上
人
五
〇
〇
回
遠
忌
法
要 

親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
大
遠
忌
法
要 

十
月
五
日 

 
 

昼 

二
時 

 
 
 

 

十
月
六
日 

 
 

朝 

九
時
三
十
分 

 
昼 
二
時 

法
話 

射
水
市
市
井 

 
 

公
文
名 

眞 

師 
 
 

  

山
岸 

 
 

珉
照
寺 

十
一
月
十
六
日 

昼 

二
時 

夜 

七
時 

十
一
月
十
七
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

氷
見
市
余
川 

 
 

宮
本 

美
弥
子 

師 

 

舞
谷 

 
 

永
賢
寺 

十
一
月
二
十
三
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

富
山
市
婦
中
町 

  

竹
中 

了
祥 

師 

各
寺
院
の
報
恩
講
の
日
程
順
に 

記
載
し
て
あ
り
ま
す
。 
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編 

集 

後 

記 

 

第
十
期
連
続
研
修
会
が
終

了
し
、
先
日
閉
講
式
が
あ
り
ま

し
た
。
修
了
さ
れ
た
皆
様
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
過
去

に
私
が
参
加
し
た
頃
を
思
い

起
こ
し
ま
し
た
。
一
年
半
に
わ

た
る
研
修
で
、
法
話
や
話
し
合

い
法
座
を
通
し
て
皆
様
と
共

に
学
ぶ
機
会
が
あ
り
ま
し
た

こ
と
は
、
所
属
寺
院
の
交
流
に

加
え
、
た
く
さ
ん
の
方
々
と
の

出
会
い
は
、
心
が
広
く
な
っ
た

気
持
ち
に
な
っ
た
も
の
で
す
。 

「
念
仏
の
こ
こ
ろ
に
生
き
る

生
活
を
」
ま
で
行
か
な
く
と
も

少
し
で
も
近
づ
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
今
回
の
報
告
で
あ
り
ま
し

た
よ
う
に
念
仏
奉
仕
団
に
参

加
す
る
こ
と
や
東
北
の
震
災

の
支
援
に
参
加
す
る
な
ど

様
々
な
活
動
に
参
加
し
自
分

に
で
き
る
こ
と
か
ら
自
分
自

身
の
心
と
向
き
合
え
る
時
間

を
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

合
掌 

 

 

今
回
で
十
五
回
目
と
な
る
五
位
組

夏
休
み
子
ど
も
大
会
。
今
年
は
舞
谷
の

永
賢
寺
さ
ん
で
開
催
さ
れ
総
勢
二
十

五
名
の
子
供
達
と
お
参
り
に
始
ま
り
、

ゲ
ー
ム
、
自
転
車
シ
ョ
ー
、
紙
芝
居
、
歌

な
ど
一
緒
に
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。 

今
年
は
例
年
と
大
き
く
変
わ
っ
た
点
が

二
つ
あ
り
ま
す
。 

一
つ
目
が
本
堂
で
お
勤
め
を
し
た
後

こ
ぶ
し
荘
に
み
ん
な
で
移
動
し
た
事
。 

 

二
つ
目
が
富
山
ア
ク
テ
ィ
ブ
ス
ポ
ー
ツ

さ
ん
の
協
力
で
様
々
な
自
転
車
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
事
。 

 

門
徒
総
代
会
研
修
会 

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
年
） 

一
月
二
十
一
日 

（
火
） 

か
ら 

一
月
二
十
二
日 

（
水
） 

ま
で 

 
 
 
 
 

場
所 

未
定 

 

 

第
十
期 

連
続
研
修
会
が 

終
了
致
し
ま
し
た
。 

八
月
二
十
五
日
に
閉
講
式
が
行
わ

れ
修
了
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

詳
細
は
、
次
号
で
報
告
し
ま
す
。 

 

実
践
運
動
研
修
会 

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
年
） 

三
月
三
日 

（
月
）
十
五
時
か
ら 

 
 
 
 
 

場
所 

長
光
寺 

歴
史
講
座 

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
年
） 

三
月
十
六
日
（
日
）
十
九
時
か
ら 

 
 
 
 
 

場
所 
長
光
寺 

 

五
位
組
行
事
予
定 

 

こ
の
試
乗
ス
ペ
ー
ス
確
保
の
為
に
子

供
達
に
お
寺
か
ら
移
動
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
歩
い
て
移
動
す
る
事
に
少
し
戸

惑
い
も
あ
る
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
さ

す
が
夏
休
み
の
子
供
達
！
散
歩
を
楽

し
み
な
が
ら
階
段
を
登
っ
て
来
ま
し

た
。 

 

子
ど
も
大
会
に
は
仏
教
讃
歌
や
お
勤

め
も
あ
り
ま
す
。
楽
し
い
事
だ
け
で
は

な
く
大
き
い
声
で
お
勤
め
を
し
て
歌
を

唄
っ
て
い
る
子
供
達
を
見
る
と
さ
す
が

仏
の
子
達
だ
と
毎
年
感
心
さ
せ
ら
れ
ま

す
。
来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

第
十
五
回
五
位
組 

夏
休
み
子
ど
も
大
会 

  
 
    

 
 
  

 

 


